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グループホームとぅもろう 

オープン！！ 
 

 

理事長挨拶 
 

「とぅもろう便り」第１号によせて 

 

「特定非営利活動法人とぅもろう」理事長の浅石でございます。 

１９９５年１１月に、様々な障害を持つ子どもとその家族の会「とぅもろうきっず」

としてスタートしてから２０年、障害を持つ子供のお母さんたちが子供たちの将来を考

え立ち上がりました。法人設立、グループホーム建設、その運営にいたるまで、すべて

「お母さん」による練馬区で初めての重度の障害を持ち、かつ、医療的ケアが必要な方々

のための、グループホームが本年４月に始まりました。 

開所当初は、入居者の方々も職員方も、それぞれが手探りによる日々を過ごしており

ました。それから半年がたち、新たな環境への対応が少しずつではありますが、出来て

きているように感じております。 

しかし、開所がゴールではなく、スタートを切ったにすぎません。とぅもろうならび

にグループホームの活動に今後とも、ご支援・ご協力を賜りますようお願いいたしまし

て、「とぅもろう便り」第１号に寄せる言葉といたします。 

 

 

特定非営利活動法人

とぅもろう理事長 

浅石 道夫 



 

「喀痰吸引基礎研修」を実施 

2016 年 2 月 20 日、21 日の２日間にかけて、地域

ケアサポート研究所の下川先生をお招きして医療的ケア

の基本研修（講義、演習９時間、現場演習）を行いました。

参加者は、グループホームとぅもろうの職員、看護師等で

す。 

2 日目は入居者のユキさんも参加し、実際の痰の吸引

や胃瘻からの注入などの様子も見る機会がありました。 

今後、認定看護師指導と評価の下、喀痰吸引実地研修を

修了することにより、医療的ケアが必要な特定の利用者

に対して介護職員による「喀痰吸引」「経管栄養」が実施

可能になります。 

こうした研修をうけた職員、非常勤看護師と訪問看護

ステーションの支援によって、練馬区では初めて医療的

ケアのある重度心身障害者を、安心して受け入れができ

る体制を整えています。グループホームとぅもろうは、こ

れから重度心身障害者のグループホームを作ろうと運動

されている団体からも注目されています。その責任を実

感し、また支援してくださる多くの皆様のためにも、私達

はしっかりとした基盤を作っていきたいと思います。 

 

 

2016年 4月 3日（日） 

うららかな春の日、グループホーム 

「とぅもろう」の開所式を開催致しました。 

ご多忙の中、お祝いに駆けつけて頂きました 

ご来賓の皆様からの激励のお言葉に、大変勇気 

づけられました。厚く御礼申し上げます。 

式の後の交流会では、重度障がい者の 

グループホームが練馬区に必要であると全員 

で共感し、とぅもろうの実績がグループ 

ホームを増やすきっかけになれるようにと、 

一同気持ちを新たに団結しました。 

開所にあたりまして、たくさんの皆様にボランティア活動やご寄付等を頂き、心より感謝申し上げます。 

＜ご来賓の皆様＞ 

吉岡直子練馬区障害者施策推進課課長  

髙橋廣田柄福祉園園長、 石川智子貫井福祉園施設長、 金子陽介大泉町福祉園園長  

木内孝胤衆議院議員、 井上勇一郎練馬区議会議員  

古泉猛ぷち・たま代表、 菅野和子練馬区重症心身障害児者を守る会副会長  

松本立練馬区障がい児者を持つ親の会会長、 田中康子練馬区肢体不自由児者父母の会副会長 

河合幼練馬区障害者相談員、 宮岡恵美社会保険労務士、 大井和人税理士、 福井英夫スケール代表  
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ご寄付のお願い 

私達の活動は皆様のお力添えによって支えられてい

ます。医療的ケアに対応するための夜勤を含めた看護

師体制を維持していくには、私達の力だけでは不十分

です。当法人の目的にご賛同して頂き、活動を支援して

くださる賛助会員及びご寄付を募集しております。是

非温かいご支援をお願い申し上げます。 

お申込み；ホームページから書式をダウンロードし、

メールまたはＦＡＸにて事務局までお送り下さい。 

賛助会員 入会金３０００円 年会費２０００円 

施設長挨拶 

 

楽しみな食事の時間でーす 

支援員の伊原彰人です。 

入居者の皆様の心身共に健康

で自己実現を支援出来るよう誠

心誠意努めさせて頂きます。 

将来の夢は福祉タレントとし

て世の中に福祉の心を広めるこ

とです。 

宜しくお願い致します‼ 

 

今回はいつも元気な正規

職員 3 名の紹介でーす 

はじめまして、施設長の飛田悦子です。 

    オープンの日、喜びと、緊張、色々な想いがありました。 

８人の入居者の方々、保護者の方々も色々な想いを抱え、また 

ずっと一緒に暮らしてきた生活から一変して、離れて暮らすことになり

思った以上に寂しい思いをされているのではないかと感じています。 

その思いを忘れずにとぅもろうに関わりたいという想いで集まってく

れた、職員、看護師と共に、入居者の方々のたくさんの笑顔が見られるよ

うに、家庭的なホームで、皆さまの自立のお手伝いをさせていただけた

らと思っています。まだまだ、未熟者ではありますが、これからも温かい

目で見守っていただけたら幸いです。 

 

支援員の高橋明子です。 

グループホームとぅもろ

うが開設して早いもので５

か月が経ちました。皆さんと

楽しい毎日を過ごさせて頂

いています。これからも笑顔

いっぱいのホームで一緒に

過ごしたいと思います。 

行事食やお誕生日会のメニュ

ーはみんな大喜び！！ 

調理員さんありがとう♪ 

こいのぼりメニュー 

お誕生日会のケーキ 

編集後記 

 慣れない二人での初めての編集作業で不安もいっぱいでしたが、皆様に 

「とぅもろう便り第１号」をお届けすることができました。 

 ご協力頂きました方々に感謝申し上げます。少しでも私達のグループホーム

に対する思いがお伝えできれば幸いです。また第２号もお楽しみに。 

                         黒澤・牛膓 



  

 

O・Jさん（女性） 

はじめまして。私、うさぎちゃんです。🐰 

「とぅもろう」ってどんなところ・・・ドキドキし

ながら入居しました。福祉園に通所できて家からも

近いし、うるさい親からも離れられるのは今だなぁ

と自分で決めました。毎日楽しくおしゃべりした

り、歌を歌ったりしています。週末は家に帰ります。

ルンルンのうさぎでございます。 

＊困ったことは未だに小判が生まれないことです。 

( ；∀；) 

 

N・Tさん（男性） 

昭和５６年 7月 18日生まれです。 

貫井福祉園には、できた時から通っております。好

きなＴＶ番組はＮＨＫの子供番組、相撲、野球など気

が向くとリモコンのボタンを押して観ています。4月

からグループホームとぅもろうに入居することがで

きて自宅から近く、日中は貫井福祉園に通うことがで

きるのでとても嬉しかったです。息子自身、人が大好

きです。でも関わり方が上手ではないので心配です

が、スタッフの方と共に生活して欲しいと思っていま

す。 

 

 

A・Rさん（男性） 

8月 4日生まれ、2６歳です。腸の病気で手術 3回、

心臓の手術もしました。体には、縦に横に手術痕が何本

もあります。しかし、それを言っても信じてもらえない

ほど、現在は元気いっぱいです。自力排便ができないた

めホームでは看護師さんにお世話になって、大好きな職

員さんと笑顔いっぱいで生活しています。 

G・Yさん（女性） 

娘は気管切開や経管栄養など医療的ケアが必要で

す。理事、スタッフ、訪看ステーション、サポートし

て下さるたくさんの方々のお陰で今があります。本当

に心から感謝しています。日中は通園やお散歩、リハ

ビリなど充実した日々です。毎日皆さんにいっぱいお

話しをして頂き色々な表情も増え、楽しく過ごしてい

ます。我が家では気が付かなかったのですが、実は嵐

が好きだったという発見もありました（笑） 

 

 

T・Sさん（女性） 

我が家は両親、娘の３人家族です。ショートステイ等

の経験のないまま入居になりました。娘は食生活に課

題があり再調理が必要です。地域で自分らしく生きて

いくことが最大限の目標でした。日中活動の場を変え

ず、入居者の方達が学校生活を一緒にしていたことも

幸運でした。週末帰宅することも楽しみにしています。                                   

入居にあたり悩み、苦しみ、覚悟を持っての決断でし    

た。正直、心中穏やかでない親の心配もよそに成長して

いるなーと感じています。一歩踏み出す事の大事さを

痛感しています。最後に施設長を始め、スタッフ、ボラ

ンティア全ての方々に支えられて日々過ごしているこ

とを心に刻み感謝しています。 

 

 

 

 

N・Kさん（男性） 

息子はホームの生活と昼間は貫井福祉園に行って

います。大好きなジャイアンツのテレビ、そしてマラ

ソンのテレビを見るのを楽しみにしています。ホーム

でもお友達のしている事をみてニコニコしているよ

うです。スタッフの方にも恵まれた様で大変ありがた

いと思っています。 

H・Mさん（女性） 

今まで好きなようにわがままに暮らしてきたので集

団生活が送れるのか、ご迷惑なのではないか？と不安

が山盛りでしたが、いつも笑顔で温かく接して下さる

職員の皆様のお陰ですっかり慣れたようです。そして

家ではずっとケアが必要だったこともグルーブホーム

で自立してできるようになり、嬉しい発見もありまし

た。自分の想いをしっかり伝えて充実した生活ができ

るよう親としてこれからもサポートします。 

 

入居者紹介 

K・Sさん（女性） 

親子３人、ベッタリの暮らしから、親も、本人も、 

初めての自立への扉を全開しました。 

自立が早かったのは本人でしたが、親子戸惑いの

中、支えてくれたのは、スタッフの皆様方でした。 

とぅもろうで良かったです。 

 


